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脂質は，細胞膜構成成分，エネルギー源として良く知ら

れているが，近年の研究でシグナル分子などの新たな機能
を有していることがわかってきている．最近のめざましい
分析技術の発展により，多種多様で複雑な化学構造を有す
る脂質分子の解析が進み，様々な疾患との関連について明
らかになってきている．日本における脂質生化学は，世界
をリードする最先端の研究が展開されている特徴的な学問
分野である．本書は，2015年に発行された『脂質疾患学　
なぜ“あぶら”の異常が病気を引き起こすのか？』の続編に
あたるが，前書発行後も多くの脂質にフォーカスした大型
競争的研究が実施され，脂質研究がさらに進展した．前書
ではその当時注目を集めていた脂質メディエーターに焦点
を当てた内容であったが，8年間で脂質全体をターゲット
にした解析が進んだことから，本書はそれらの最新の成果
をまとめたものになっている．前書と比較していただくこ
とにより，いかに脂質研究が発展したかを理解いただける
と思う．
第1章の「生体における脂質機能とその最新像」におい

ては，代表的な脂質である第1世代脂質メディエーター
（エイコサノイド），第2世代脂質メディエーター（リゾ
リン脂質），第3世代脂質メディエーター（ω3脂肪酸代謝
物），コレステロール，スフィンゴ脂質に関する研究につ
いて，それぞれの第一人者であられる先生方が丁寧に解説
されており，脂質研究の最新動向を知ることができる．
第2章の「脂質解析の新たな視点」では，脂質解析の新

たな着眼点や解析技術の進歩について記載されている．新
たな脂質の解析対象として，細胞間シグナル伝達やがんな
どの疾患形成に関与する細胞外小胞（extracellular vesicle：
EV）の形成機構や，様々な疾患の発症や増悪と密接に関
与していることが明らかになっている腸内細菌叢おける

脂質代謝について解説されており，注目されている最新ト
ピックスがカバーしている内容となっている．また，最新
の解析技術においては，脂質の網羅的な解析であるノン
ターゲットリピドミクスについて，膨大なデータの解析を
可能にするインフォマティクスの技術を含めて解説されて
いる．また，脂質の組織内局在を解析する質量分析イメー
ジングや，脂質プローブと超解像蛍光顕微鏡を組み合わせ
た脂質の1分子観察における最新技術についても解説され
ている．さらに，非常に多くの異性体が存在し解析が困難
であった酸化脂質の解析における蛍光プローブや質量分析
技術の開発についても解説されている．
第3章の「脂質と多彩な疾患との深い関係」は，編者か

らのコメントにあるように「脂質疾患学」の核となる章で
ある．がん，免疫疾患，神経疾患，肥満・代謝疾患，皮膚
疾患，不妊症のそれぞれの疾患における脂質の機能につい
て解説されている．これまで実施されてきた脂質にフォー
カスした大型競争的研究において，得られた最新の成果が
記載されている．
最後の第4章の「臨床展開に向けた脂質研究」では，こ

れまでの脂質解析研究の成果をうけて，今後その有効活用
が期待される臨床応用について解説されている．リゾリン
脂質の臨床検査への導入，臨床リピドミクスの実用化，質
量分析イメージングのヒト検体への応用について，今後の
課題を含めて詳細に解説されている．
脂質についてはまだ多くのことがわかっておらず，今後
さらに脂質研究が進められることにより，新たな脂質分子
や機能が明らかになっていくと思われる．また，基礎研究
をもとに，創薬，治療のターゲットや疾患バイオマーカー
としての応用研究も展開され，さらなる広がりをみせるも
のと思われる．現在も次々に新たな知見が報告されている
ことから，第3弾の続編もそう遠くない未来に出版される
のではないかと思う．今後の脂質研究のさらなる発展を期
待する．
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